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口頭発表 1 9月10日（火）10：30～11：45

13 アダプテッド・スポーツ科学

10：30  13 ア-10-口-01
秋本　成晴（筑波大学大学院体育科学専攻）
障害者のエンパワメントとしてのパラリンピックの在り方について
　障害種という視点から

10：45  13 ア-10-口-02
小森園　一樹（筑波技術大学）
障害学生との交流を含めた研修会への継続的な参加が学生に及ぼす影響
　参加回数が異なる学生における検討

11：00  13 ア-10-口-03
長野　優紀（筑波大学大学院 体育学専攻）
インクルーシブスポーツ体験における障害者との交流に対する心理的抵抗感を
低減させるための要因について
　「接触仮説」に着目して

11：15  13 ア-10-口-04
宮島　大輔（筑波大学大学院）
車椅子を使用する障害者におけるスポーツ観戦の中核ベネフィットとアクセシビリティ,
ユーザビリティの関連
　健常者との比較を通して

11：30  13 ア-10-口-05
髙杉　美樹（筑波大学大学院）
インクルーシブ社会に与える障害者スポーツ施策について
　神奈川県の事例に着目して

座長：村上　祐介（金沢医科大学）  会場：独立館　D411

口頭発表 2 9月10日（火）11：45～12：45

11：45  13 ア-10-口-06
牛木　鮎子（筑波大学大学院）
車いすバドミントン初心者に対する導入プログラムの検討1
　きっかけ・継続・普及の要素に注目して

12：00  13 ア-10-口-07
近藤　沙耶（桐蔭横浜大学院）
インクルーシブフットボールにおける健常者と障害者の相互作用
　障害者サッカートップアスリートの視点からみた競技力向上の一考察

座長：三木　由美子（広島修道大学）  会場：独立館　D411

ア
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口頭発表 3 9月12日（木） 9：00～10：00

 9：00  13 ア-12-口-10
林　忠男（日本体育大学）
大学施設を利用したeSports実施のためのVPNの構築

 9：15  13 ア-12-口-11
川端　悠郁（京都工芸繊維大学）
パラ・アーティスティック・スイミングの演技の評価とその特徴

 9：30  13 ア-12-口-12
奥山　秀雄（国際武道大学 体育学部）
Sitting-Shooter Basketballを導入した特別支援学校高等部における体育の授業

 9：45  13 ア-12-口-13
加地　信幸（広島文化学園大学）
HBG重度・重複障害児スポ・レク活動教室「はなまるキッズ」の実践研究
　支援者へのアンケート調査による実践の有効性

座長：松原　豊（筑波大学） 　  会場：独立館　D411

口頭発表 4 9月12日（木）10：00～10：45

10：00  13 ア-12-口-14
金山　千広（立命館大学）
障害者が利用する公共スポーツ施設のサービス方略と組織特性
　障害者優先スポーツ施設と一般公共スポーツ施設の共通要因

10：15  13 ア-12-口-15
谷口　広明（上智大学）
オランダにおけるパラスポーツ普及の一事例について
　KJプロジェクトの取り組みから

12：15  13 ア-10-口-08
松本　昌章（筑波大学大学院体育学専攻）
難聴の選手が大学硬式野球チームで活躍するための要因

12：30  13 ア-10-口-09
齊藤　葵（筑波大学大学院）
パラ水泳日本代表選手（S13）が大学水泳部の練習に参加した時に起きる大学水泳部員の意識変容過程

座長：加藤　彩乃（信州大学）  会場：独立館　D411

ア
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口頭発表 5 9月12日（木）10：45～11：30

10：45  13 ア-12-口-17
齊藤　まゆみ（筑波大学）
競技スポーツにおいて難聴選手のパフォーマンス発揮を妨げる要因
　難聴短距離選手におけるトップアスリートへのプロセスより

11：00  13 ア-12-口-18
河西　正博（同志社大学スポーツ健康科学部）
先天性身体障害者のスポーツ参加と障害認識について
　パラバドミントン競技者の事例から

11：15  13 ア-12-口-19
澤江　幸則（筑波大学体育系）
全国障害者スポーツ大会が障害者の社会進出に与える影響についての基礎的調査（1）

座長：曽根　裕二（大阪体育大学） 　  会場：独立館　D411

ポスター発表 1（責任着座制） 9月1１日（水）13：00～14：30

　　　  13 ア-11-ポ-01
梅田　千尋（北翔大学大学院）
高等特別支援学校における短距離走の指導実践

　　　 13 ア-11-ポ-02
吉原　奈美（順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科）
パラスポーツ体験会に参加した児童生徒の意識の変容に関する研究

　　　 13 ア-11-ポ-03
川治　寛正（四街道市立和良比小学校）
日本人アンプティ サッカーレフェリーの試合中の活動プロファイル

　　　 13 ア-11-ポ-04
宮口　大海（市川市立須和田の丘支援学校）
片側上肢切断ゴールキーパーにおけるダイビング時の動作メカニズムの解明
　二次障害のリスクを軽減させる指導法の構築に向けて

10：30  13 ア-12-口-16
大橋　さつき（和光大学）
インクルーシブ体育におけるダンス発表のあり方を考える
　共生・共創を目指した「創造的身体表現遊び」の舞台づくりから

座長：河西　正博（同志社大学）  会場：ポスター会場4　独立館　D202

ア
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9月12日（木）10：45～11：30

ポスター発表 2（責任着座制） 9月1１日（水）13：00～14：30

　　　  13 ア-11-ポ-11
加藤　彩乃（信州大学）
スポーツ実習参加数による大学生の知的障害者への向き合い方の違いについて

　　　 13 ア-11-ポ-12
中丸　信吾（順天堂大学スポーツ健康科学部）
大学と特別支援学校の連携による知的障害者の自然体験プログラムの検討

　　　 13 ア-11-ポ-13
松坂　晃（茨城大学全学教育機構）
特別支援学校中学部生徒の跳び箱「開脚跳び」の学習可能性について

　　　 13 ア-11-ポ-14
前鼻　啓史（目白大学）
アンプティサッカー強豪国にみた体力テストの実施状況と展望

　　　  13 ア-11-ポ-05
森山　大地（鶴岡市立藤島中学校）
ユニバーサルスポーツの推進に向けた基礎的研究
　日本アンプティサッカーの試みを事例として

　　　 13 ア-11-ポ-06
萩原　大河（兵庫県猪名川町立白金小学校）
小学校のインクルーシブ体育における授業の類型に関する検討

　　　 13 ア-11-ポ-07
東　祐希（兵庫教育大学大学院）
脳性麻痺（ＣＰ）サッカー選手の重心動揺と足趾力の特長

　　　 13 ア-11-ポ-08
小梁川　裕美（順天堂大学大学院）
保護者の認識に着目した障害児の運動・スポーツへの参加阻害要因に関する文献研究　　　 　　　 13 ア-11-ポ-09
竹安　知枝（芦屋大学）
障がい者のスポーツイベントに関する一考察

　　　 13 ア-11-ポ-10
竹下　直隆（順天堂大学）
車椅子テニス選手の実践における「クラス分け」と「障害」の理解に関する質的研究

座長：岩沼　総一朗（帝京科学大学）  会場：ポスター会場4　独立館　D202

ア
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9月12日（木）10：45～11：30

　　　  13 ア-11-ポ-15
松浦　孝明（国士舘大学）
肢体不自由者の移動視標に対する位置認知・位置予測に関する研究

　　　 13 ア-11-ポ-16
松原　豊（筑波大学）
地域のパラスポーツ振興における資源の活用に関する研究(1)
　人的資源に着目して

　　　 13 ア-11-ポ-17
川田　幸生（一橋大学大学院）
地域でともに知的障害者とスポーツ活動を継続するための実践研究
　東京都国立市公民館パラスポーツ講座の取り組みを事例に

　　　 13 ア-11-ポ-18
髙木　由起子（星槎大学共生科学部）
教員の経験や資質がインクルーシブ体育の実践に与える影響
　A県B・C市の小・中学校を対象とした調査から　　　 

　　　 13 ア-11-ポ-19
村上　光輝（順天堂大学）
ボッチャ競技日本代表選手の投球パフォーマンスに及ぼす要因に関する予備的研究

ア


